
色情霊姦の漫画の感想レビューに関する

アンケート調査結果 
■アンケート調査概要 

調査目的 色情霊姦の漫画の感想レビューに関するアン
ケート調査 

調査対象 色情霊姦を読んだことのある20代～40代の
男女8名 

調査期間 2025年3月30日～2025年3月31日 

調査方法 インターネット調査 

モニター提供元 クラウドワークス 

データ使用サイト https://glucks-web.co.jp/manga-zenkan/shik
izyoreikan/ 

■アンケート項目 
Q1：年代と性別を教えて下さい。 
Q2：色情霊姦を実際に読んだ感想を教えて下さい。 

Q1：年代と性別を教えて下さい。 

20代男性 0人 

20代女性 0人 

30代男性 2人 

30代女性 2人 

40代男性 3人 

40代女性 0人 

50代男性 1人 

https://glucks-web.co.jp/manga-zenkan/shikizyoreikan/
https://glucks-web.co.jp/manga-zenkan/shikizyoreikan/


Q2：色情霊姦の面白いところやいいところなどの感想を教えて下さい。 

幽霊（男性）が登場する成人漫画は数多あるが、本作が他と差異があるのは幽霊に特色有りと言う点である。 
幽霊氏は人外感がきちんとあって、なおかつクトゥルフ風に触手っぽい部分まで持ってたりして。 
（それがどう作用してるかはご想像にお任せしますが） 
終盤では最初は怖かった幽霊ともすっかり打ち解けているのが面白い。 
ちなみに某怪談家に言わせると、「幽霊を怖がるのは人間が勝手にやってる事」だそうで。 
本作のねねちゃんは怖がらない人、という感じである。 
なのでホラー感はあまりないので怖がりな人も安心してどうぞ。 

話の内容的には、個人的に好きでした。ハッピーエンドな作品になっているのも個人的は良かったです。最後まで飽

きずに読めて楽しかったです。 

ホラー作品と思いきや、普通の霊とはちょっと違った特別な霊が出てくることによって、ホラー以外の要素もプラスさ

れるところが面白かったです。その霊に対するヒロインの反応も可愛くて、怖さの中にも癒しを感じられました。人間と

霊の共同生活を見ているような、何とも不思議な世界観を楽しめる作品なのでオススメです。絵も非常に上手くて、細

かいところまで緻密に描かれていました。 

タイトルからするとホラー系かと思いきや、読み進めていくうちにホラー系の色はそこまで強くなくむしろ弱いと思いま

した。可愛いらしい女の子が幽霊に襲われてしまいますが、その後はその幽霊と共同生活をし始めるといった展開に

なっていくので話の内容にどんどん引き込まれていきました。読み終えた満足感はかなりありました。2人の関係が読
んでいて楽しかったです。 

ぱっと拝見した感じ女性の方が描かれているか、女性向けの漫画かなという印象でした。 
タイトルからの印象と違って男性向けの漫画なような感じではなく、出てくる幽霊と主人公との関係がソフトな感じで、

最後まで安心して見れるのではないかなと思います。登場する幽霊は幽霊というよりはホラー映画のクリーチャーの

ような感じでしたね。 

欲が強すぎることや部屋にオバケがいることから彼氏に振られてしまったねねが夜寝ていると、何者かが自分に覆い

かぶさってくるもそれが人間ではないことに気づき、これが元カレの言っていたオバケかと思っていると、まさかのオ

バケにされてしまうところに驚きました。身体が動かない状態でオバケに夜も朝もされてしまい、ねねの方がこのまま

ではおかしくなってしまうと懸念するところがよかったです。 

キャラデザとタッチがとても個人的に好きな感じで、肉感の表現が気に入って読んでみました。ちょっとコミカルな設定

だけど、オリジナリティがあって作者の方のセンスを感じました。作画とテンポが良くてとても読みやすかったです。女

の子がすごくかわいくて印象に残ります。ハッピーな終わり方でいい読後感でした。コンセプトとキャラデザが秀逸で

印象的な作品でした。 

絵的にがっつりホラー物かと思ってたけど、ねねちゃんののんびりした性格とかでだいぶほんわかした雰囲気だった

し行為中も甘々な感じでよかった。お化けさんのガチムチな感じもよかったし、相思相愛なとこが非常によい。効果音

が結構多くて文字起こしみたいで臨場感があったし、断面描写が肉肉しくてドキドキした。 
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